
章 項 タイトル 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

評価
規準

情報の特性を理解してい
る。

情報を評価し、物事を判断
することができる。

情報の特性を理解しようと
している。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー
ト、観察

B
情報の特性を理解してい
る。

情報を評価し、物事を判断
することができる。

情報の特性を理解しようと
している。

A

情報の特性を理解し、その
利点と欠点について科学
的に深く理解することがで
きる。

情報を評価し、科学的な根
拠をもって物事を判断する
ことができる。

情報の特性を理解し、その
利点と欠点について科学
的に深く理解しようとしてい
る。

C↑

教科書の該当ページを用
いて、具体例を交えながら
丁寧に説明する。

教科書の該当ページを参
考にしながら、それぞれの
観点に分けて考えるようア
ドバイスする。

教科書の該当ページを再
確認させながら、具体例を
交えながら気づきを促す。

評価
規準

メディアの特性を理解して
いる。

伝える情報に対して適切
なメディアを判断すること
ができる。

情報によって適切なメディ
アを選ぼうとしている。

方法
ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

ト、観察

B
メディアの特性を理解して
いる。

伝える情報に対して適切
なメディアを判断すること
ができる。

情報によって適切なメディ
アを選ぼうとしている。

A

メディアの特性を理解し、
その利点と欠点について
科学的に深く理解すること
ができる。

伝える情報に対して適切
なメディアを判断し、科学
的な根拠をもって考えるこ
とができる。

情報によって適切なメディ
アを科学的な根拠をもって
選ぼうとしている。

C↑

教科書の該当ページを用
いて、具体例を交えながら
丁寧に説明する。

教科書の該当ページを用
いて、具体例を交えながら
丁寧に説明する。

教科書の該当ページを用
いて、内容を再確認させな
がら、具体例を交えながら
気づきを促す。

評価
規準

問題解決のステップを理
解している。

問題解決のプロセスや改
善方法を具体的に考える
ことができる。

身の回りの問題について、
問題解決のステップに当
てはめて考えようとしてい

方法 ワークシート ワークシート 振り返りシート、観察

B
問題解決のステップを理
解している。

問題解決のプロセスや改
善方法を具体的に考える
ことができる。

身の回りの問題について、
問題解決のステップに当
てはめて考えようとしてい

A

問題解決のステップを理
解し、その技術を身につけ
ている。

複数の問題解決のプロセ
スや改善方法を具体的に
考えることができる。

身の回りの問題について、
問題解決のステップに当
てはめて考え、得られた結
果を改善に生かそうとして

C↑

教科書p.8図1を用いてス
テップを再確認させるとと
もに、具体例を交えながら
丁寧に説明する。

教科書p.9図2を用いてス
テップを再確認させるとと
もに、具体例を交えながら
丁寧に説明する。

教科書の該当ページを用
いて具体例を交えながら
丁寧に説明し、気づきを促
す。

評価
規準

情報収集の方法を理解し
ている。

情報の分析を考えることが
できる。

目的の情報を得るために
検索の方法を工夫して収
集し、分析しようとしてい

方法
成果物、ワークシート 成果物、ワークシート ワークシート、振り返りシー

ト、観察、成果物

B：おおむね満足と評価できる状態（評価規準）
A：十分満足と評価できる状態

C↑：努力を要すると評価される生徒への指導の手立て
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B

情報収集の方法を理解し
ている。

表計算ソフトウェア等を用
いて表現し、収集した情報
を分析することができる。

目的の情報を得るために
検索の方法を工夫して収
集し、分析しようとしてい
る。

A

情報収集の方法を理解
し、その技能を身につけて
いる。

表計算ソフトウェア等を用
いて、収集した情報をグラ
フで表現し、複数の分析結
果からデータの関係性や
特徴を考えることができ
る。

目的の情報を得るために
何度も検索方法を工夫し
て収集したり、分析をする
ために分析方法や表現方
法を工夫しようとしている。

C↑

Webサイトの検索方法の工
夫などの具体例を示しな
がら、情報の収集の方法
を丁寧に説明する。

グラフの表現方法を手順
細かく分けて説明し、分析
した結果の読み取り方や
特徴の見いだし方を具体
例を示しながら説明する。

情報収集ではすぐに得た
い情報が得られなくても、
キーワードなどを工夫する
ようアドバイスする。分析
するときには、何に注目し
て分析したらよいかという
観点を生徒に具体的にア

評価
規準

発想法にはどのようなもの
があるか理解している。

ブレーンストーミングやマ
インドマップなどの発想法
を使って表現することがで
きる。

発想法を活用しようとして
いる。

方法
ワークシート、成果物、観
察

ワークシート、成果物 ワークシート、振り返りシー
ト、成果物

B

ブレーンストーミングやマ
インドマップなどの発想法
を理解している。

ブレーンストーミングやマ
インドマップなどの発想法
を使って表現することがで
きる。

発想法を活用しようとして
いる。

A

ブレーンストーミングやマ
インドマップなどの発想法
を理解し、使用するための
技能を身につけている。

ブレーンストーミングやマ
インドマップ、KJ法などの
発想法を活用し、考えを膨
らませ、図的に表現し、広
げた考えをまとめ、問題の
解決を考案することができ
る。

問題解決の状況に応じ
て、発想法を効果的に活
用しようとしている。

C↑

マインドマップなどの発想
法の活用方法について、
例を示しながら丁寧に説
明する。

マインドマップなどの発想
法に取り組ませるときに、
手順を確認しながら、取り
組ませる。

発想法の活用のポイントを
アドバイスする。

評価
規準

知的財産について理解し
ている。

著作物がどのように保護さ
れているかを判断すること
ができる。

知的財産について興味を
持とうとしている。

方法 ワークシート、テスト ワークシート、テスト ワークシート、振り返りシー

B
知的財産について理解し
ている。

著作物がどのように保護さ
れているかを判断すること
ができる。

知的財産について興味を
持とうとしている。

A

知的財産について、法律
についても詳細に理解して
いる。

著作物がどのように保護さ
れているかを判断し、適切
に利用することができる。

知的財産について興味を
持ち、情報社会の進展で
どのように守っていったら
よいか考えようとしている。

C↑
教科書の該当ページを用
いて、具体例を示しながら
違いなどを丁寧に解説を

著作権の保護されるもの
について、具体例を挙げな
がら気づきを促す。

教科書の該当ページを用
いて、身近な例を挙げなが
ら興味を持たせるよう説明

評価
規準

個人情報がどのように守ら
れているか理解している。

個人が特定される可能性
がある箇所を考えることが
できる。

個人情報を適切に扱おうと
している。

方法 ワークシート、テスト ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
個人情報がどのように守ら
れているか理解している。

個人が特定される可能性
がある箇所を考えることが
できる。

個人情報を適切に扱おうと
している。
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A

個人情報がどのように守ら
れているか、その仕組みを
含めて科学的に深く理解し
ている。

個人が特定される可能性
がある箇所について、科学
的な根拠を基に考えること
ができる。

特定される仕組みなど、具
体的に情報の科学的な理
解をすることで、個人情報
を適切に扱おうとしてい

C↑

教科書の該当ページの例
を参考にして、具体的な例
を示しながら解説する。

教科書p.17の写真を参照
させ、どのようなポイントに
注目したらよいかヒントを
出しながら気づきを促す。

個人情報を取り扱ったり、
危険性のある身近な具体
的な場面を例示したりし
て、気づきを促す。

評価
規準

情報セキュリティについて
理解している。

セキュリティ上よいとされる
パスワードを考えることが
できる。

情報セキュリティを意識し
ようとしている。

方法 ワークシート、テスト ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
情報セキュリティについて
理解している。

セキュリティ上よいとされる
パスワードを考えることが
できる。

情報セキュリティを意識し
ようとしている。

A

情報セキュリティについ
て、その仕組みを含めて科
学的に深く理解している。

セキュリティ上よいとされる
パスワードを考え、漏洩し
ない管理方法も考えること
ができる。

情報セキュリティを意識し
て、積極的に実行していこ
うとしている。

C↑

教科書の該当ページの例
を参考にして、具体的な例
を示しながら解説する。

セキュリティ上問題のある
パスワードを説明すること
で、よいとされるパスワー
ドはどのようなものか、考
えるヒントを伝える。

不正アクセスの事例や、危
険性のある身近な具体的
な場面を例示して、気づき
を促す。

評価
規準

インターネットトラブルに関
する法律について理解して
いる。

法律で禁止されているもの
とマナーによる対応が期待
されているものの違いを考
えることができる。

情報機器を扱う場合にトラ
ブルを起こさないようにし
ている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B

インターネットトラブルに関
する法律について理解して
いる。

法律で禁止されているもの
とマナーによる対応が期待
されているものの違いを考
えることができる。

情報機器を扱う場合にトラ
ブルを起こさないようにし
ている。

A

インターネットトラブルに関
する法律について、どのよ
うな問題に対応しているか
を深く理解している。

法律で禁止されているもの
とマナーによる対応が期待
されているものの違いを考
え、今後どのように変化し
ていくかを考えることがで

情報機器の仕組みを理解
したうえで情報機器を扱う
場合にトラブルを起こさな
いようにしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照しながら、どのようなこと
に対応している法律なの
かを丁寧に解説する。

具体例をそれぞれ挙げ
て、考えさせたり、ペアや
グループで話し合いをした
り、クラスで共有したりする
など、状況に応じて教え合

トラブルの具体的な例を示
しながら、どのように対応
しておいたらよいか気づき
を促す。

評価
規準

情報技術の進歩の具体例
について理解している。

情報技術の進歩により生
活がどのように変化してい
くか考えることができる。

情報技術の進歩による生
活の変化に参画していこう
としている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
情報技術の進歩の具体例
について理解している。

情報技術の進歩により生
活がどのように変化してい
くか考えることができる。

情報技術の進歩による生
活の変化に参画していこう
としている。

A

情報技術の進歩の具体例
について、仕組みを含めて
深く理解している。

情報技術の進歩により生
活がどのように変化してい
くか、科学的な仕組みを基
にして考えることができる。

情報技術の進歩による生
活の変化に、情報技術の
仕組みを深く理解したうえ
で参画していこうとしてい

C↑

教科書の該当ページを参
照しながら、身近な例と関
連付けて丁寧に解説す
る。

具体的に情報技術の進歩
により生活が変化した事例
を示して、考えるヒントを示
す。

情報技術の進歩により身
近な生活が変化してきた
具体例を示すことで、興味
を持たせる。
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評価
規準

情報技術が社会に与える
光と影について理解してい
る。

情報化の進展による弊害
を解消する方法を考えるこ
とができる。

情報化の進展による弊害
を解消していこうとしてい
る。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
情報技術が社会に与える
光と影について理解してい
る。

情報化の進展による弊害
を解消する方法を考えるこ
とができる。

情報化の進展による弊害
を解消していこうとしてい
る。

A

情報技術が社会に与える
光と影について、情報技術
の仕組みと関連させて深く
理解している。

情報化の進展による弊害
の原因を分析し、解決する
方法を科学的な根拠に基
づいて考えることができ

情報化の進展による弊害
を解消していくために、具
体的な行動をしようとして
いる。

C↑

教科書の該当ページを参
照させながら、光と影の事
例をそれぞれ具体的な例
を1つずつ丁寧に解説す
る。

身近な情報化の進展によ
る弊害の例と解消に向け
た取り組みについて、具体
例を挙げて説明をする。

身近な情報化の進展によ
る弊害の例と解消に向け
た取り組みについて、具体
例を説明することで気づき
を促す。

評価
規準

情報メディアの歴史につい
て理解している。

メディアの電子化と情報通
信技術の関係について考
えることができる。

コミュニケーションとメディ
アの歴史ついて、関心や
意欲を持って取り組もうと
している。

方法 ワークシート ワークシート 振り返りシート

B

情報メディアの歴史につい
て理解している。

メディアの電子化と情報通
信技術の関係について考
えることができる。

コミュニケーションとメディ
アの歴史ついて、関心や
意欲を持って取り組もうと
している。

A

情報メディアの歴史につい
て、その誕生の背景につ
いても深く理解している。

メディアの電子化と情報通
信技術の関係について、
技術的な仕組みについて
も詳細に調べて考えること
ができる。

コミュニケーションとメディ
アの歴史ついて、発展した
理由や背景について、関
心を深めて意欲的に取り
組もうとしている。

C↑
教科書の該当ページを参
照しながら、その特徴につ
いて1つずつ丁寧に解説す

教科書の該当ページを参
照しながら、その特徴につ
いて1つずつ丁寧に解説す

教科書の該当ページを参
照しながら、関心を高めさ
せる。

評価
規準

コンピュータ内の情報の扱
い方を理解している。

アナログデータとデジタル
データの違いを考えること
ができる。

データをデジタル化しようと
している。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
コンピュータ内の情報の扱
い方を理解している。

アナログデータとデジタル
データの違いを考えること
ができる。

データをデジタル化しようと
している。

A

コンピュータ内の情報の扱
い方を理解し、デジタル化
の仕組みを踏まえて深く理
解している。

アナログデータとデジタル
データの違いを踏まえて、
コンピュータ内部の情報の
扱い方の仕組みを深く考
えることができる。

さまざまなデータをデジタ
ル化しようとしている。

C↑
教科書の該当ページの例
題などを取り上げ、細分化
して丁寧に説明する。

教科書の該当ページにあ
るような身近な具体例を示
しながら、丁寧に説明す

教科書の該当ページにあ
るような身近な具体例を示
しながら、丁寧に説明す

評価
規準

2進法、10進法、16進法の
関係を理解している。

2進法、10進法、16進法の
相互の変換をして数値を
表現することができる。

2進法、10進法、16進法の
相互の変換をして数値を
表現しようとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
2進法、10進法、16進法の
関係を理解している。

2進法、10進法、16進法の
相互の変換をして数値を
表現することができる。

2進法、10進法、16進法の
相互の変換をして数値を
表現しようとしている。

A

2進法、10進法、16進法の
関係およびｎ進法の考え
方を理解することができ
る。

2進法、10進法、16進法の
相互の変換を短時間で効
率よく数値を表現すること
ができる。

2進法、10進法、16進法の
相互の変換をしてさまざま
な数値を表現しようとして
いる。
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C↑

教科書の該当ページを示
しながら、手順を細分化し
ながら丁寧に説明する。

教科書の該当ページにあ
るような例題を示しなが
ら、手順を細分化して丁寧
に説明する。

教科書の該当ページにあ
るような例題を示しなが
ら、手順を細分化して丁寧
に説明することで関心を高
めさせる。

評価
規準

コンピュータでの整数の表
現を理解している。

2進法の加算と減算の計
算をして表現することがで
きる。

2進法の計算を理解しよう
としている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
コンピュータでの整数の表
現を理解している。

2進法の加算と減算の計
算をして表現することがで
きる。

2進法の計算を理解しよう
としている。

A
コンピュータでの正負の整
数の表現および変換の方
法を理解している。

補数を使った加算と減算
の計算をして表現すること
ができる。

2進法の計算を理解し、さ
まざまな正負の加算と減
算をしようとしている。

C↑

教科書の該当ページを示
しながら、手順を細分化し
ながら丁寧に説明する。

教科書の該当ページにあ
るような例題を示しなが
ら、手順を細分化して丁寧
に説明する。

教科書の該当ページにあ
るような例題を示しなが
ら、手順を細分化して丁寧
に説明することで関心を高
めさせる。

評価
規準

文字のデジタル表現の方
法を理解している。

文字コードを使って文字を
数値で表現することができ

文字のデジタル表現をしよ
うとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
文字のデジタル表現の方
法を理解している。

文字コードを使って文字を
数値で表現することができ

文字のデジタル表現をしよ
うとしている。

A

さまざまな文字コードを
使った文字のデジタル表
現の方法について、仕組
みについても深く理解して

さまざまな文字コードに応
じてて文字を数値で表現
することができる。

さまざまな文字のデジタル
表現をしようとしている。

C↑

教科書の該当ページを示
しながら、手順を細分化し
ながら丁寧に説明する。

教科書の該当ページにあ
るような例題を示しなが
ら、手順を細分化して丁寧
に説明する。

教科書の該当ページにあ
るような例題を示しなが
ら、手順を細分化して丁寧
に説明することで関心を高
めさせる。

評価
規準

音のデジタル表現の方法
を理解している。

音をデジタル化して表現す
ることができる。

音のデジタル表現の方法
を理解しようとしている。

方法 ワークシート 制作物 ワークシート、振り返りシー

B
音のデジタル表現の方法
を理解している。

音をデジタル化して表現す
ることができる。

音のデジタル表現の方法
を理解しようとしている。

A

音のデジタル表現の方法
を理解し、元の波形が再
現できる標本化周波数を
理解できる。

音を目的に応じてデジタル
化して表現することができ
る。

データの用途に合わせて
音質とデータ量を適切に選
択し、音のデジタル表現の
方法を理解しようとしてい
る。

C↑

教科書の該当ページを示
しながら、手順を細分化し
ながら丁寧に説明する。

手順を細分化して説明し、
困っていることを個別指導
する。

教科書の該当ページにあ
るような例題を示しなが
ら、手順を細分化して丁寧
に説明することで関心を高
めさせる。

評価
規準

画像のデジタル表現の方
法を理解している。

画像をデジタル化して表現
することができる。

画像や動画のデジタル表
現をしようとしている。

方法 ワークシート 制作物 ワークシート、振り返りシー

B
画像のデジタル表現の方
法を理解している。

画像をデジタル化して表現
することができる。

画像や動画のデジタル表
現をしようとしている。

A

画像のデジタル表現の方
法を理解し、さまざまな解
像度や階調のデータ量の
計算方法についても理解

画像を目的に応じてデジタ
ル化して表現することがで
きる。

さまざまな形式で画像や動
画のデジタル表現をしよう
としている。
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C↑

教科書の該当ページを示
しながら、手順を細分化し
ながら丁寧に説明する。

手順を細分化して説明し、
困っていることを個別指導
する。

教科書の該当ページにあ
るような例題を示しなが
ら、手順を細分化して丁寧
に説明することで関心を高
めさせる。

評価
規準

データの圧縮の種類や特
徴を理解している。

データの圧縮率を考えるこ
とができる。

データの圧縮方法の種類
や特徴に関心を持とうとし
ている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
データの圧縮の種類や特
徴を理解している。

データの圧縮率を考えるこ
とができる。

データの圧縮方法の種類
や特徴に関心を持とうとし
ている。

A
データの圧縮の種類やそ
の特徴や圧縮率の違いに
ついても深く理解してい

さまざまな種類の圧縮方
法のデータの圧縮率を考
えることができる。

さまざまなデータの圧縮方
法の種類や特徴に関心を
持とうとしている。

C↑

教科書の該当ページを示
しながら、違いを演示して
丁寧に説明する。

教科書の該当ページにあ
るような例を示しながら、
手順を細分化して丁寧に
説明する。

圧縮の違いが分かるよう
な例を演示をしながら関心
を高めさせる。

評価
規準

デジタルデータの特徴を理
解している。

デジタルデータのプラス面
とマイナス面について考え
ることができる。

デジタルデータの特徴に関
心を持とうとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
デジタルデータの特徴を理
解している。

デジタルデータのプラス面
とマイナス面について考え
ることができる。

デジタルデータの特徴に関
心を持とうとしている。

A

デジタルデータの特徴を理
解し、データを扱うことがで
きる。

デジタルデータのプラス面
とマイナス面について考
え、マルチメディアとして表
現することができる。

デジタルデータの特徴を考
え、マルチメディアとして表
現しようとしている。

C↑

具体的な例を示しながら、
丁寧に説明をする。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

具体的な例を示して説明
することで、関心を高めさ
せる。

評価
規準

メディアと文化の発展につ
いて理解している。

Web検索エンジンの仕組
みについて考えることがで
きる。

インターネットの発達によ
る情報発信について関心
を持とうとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
メディアと文化の発展につ
いて理解している。

Web検索エンジンの仕組
みについて考えることがで
きる。

インターネットの発達によ
る情報発信について関心
を持とうとしている。

A

メディアと文化の発展につ
いて情報技術の仕組みを
含めて深く理解している。

Web検索エンジンの仕組
みを調べ、傾向や条件に
ついて科学的な理解に基
づいて考えることができ
る。

インターネットの発達によ
る情報発信をもとに、社会
にどのような変化を引き起
こしているかについて幅広
く関心を持とうとしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照し、具体的な例を挙げて
いく。

具体的な例を示しながら、
ペアやグループで話し合い
をしたり、クラスで共有した
りするなど、状況に応じて
教え合いを促す。

身近な例を示し、どのよう
なことができるようになった
かを説明することで、関心
を高めさせる。

評価
規準

ネットコミュニケーションの
特徴を理解している。

社会の変化に伴うコミュニ
ケーションの変化について
考えることができる。

ネットコミュニケーションの
特徴について関心を持とう
といている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
ネットコミュニケーションの
特徴を理解している。

社会の変化に伴うコミュニ
ケーションの変化について
考えることができる。

ネットコミュニケーションの
特徴について関心を持とう
としている。
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A

ネットコミュニケーションの
特徴について、情報技術
の仕組みを含めて深く理
解している。

社会の変化に伴うコミュニ
ケーションの変化につい
て、今後の社会への影響
も含めて考えることができ

ネットコミュニケーションの
特徴および今後の社会へ
の影響についても幅広く関
心を持とうとしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照し、具体的な例を挙げて
丁寧に説明していく。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

身近な具体的な事例を示
すことで、関心を高めさせ
る。

評価
規準

情報デザインの方法を理
解している。

情報を可視化して表現す
ることができる。

社会の変遷に情報デザイ
ンによって参画しようとして
いる。

方法 ワークシート 制作物 制作物、振り返りシート

B
情報デザインの方法を理
解している。

情報を可視化して表現す
ることができる。

社会の変遷に情報デザイ
ンによって参画しようとして
いる。

A

情報デザインの方法と具
体的な例を深く理解してい
る。

情報を抽象化したり、構造
化したりして、可視化して
表現することができる。

社会の変遷に情報デザイ
ンによって参画するため
に、試行錯誤しながら粘り
強く取り組もうとしている。

C↑

教科書の該当ページを再
確認しながら、具体例を挙
げて説明をする。

情報を整理するための基
準を確認して、情報を整理
させて表現させる。

手順を細分化して説明し、
困っていることを個別指導
することで、好奇心を喚起
させる。

評価
規準

ユーザインタフェースとは
何かを理解している。

使いやすさを高めるユー
ザインタフェースを考える
ことができる。

全ての人に使いやすいデ
ザインの工夫や取り組み
を考えようとしている。

方法 ワークシート 制作物 ワークシート、振り返りシー

B
ユーザインタフェースとは
何かを理解している。

使いやすさを高めるユー
ザインタフェースを考える
ことができる。

全ての人に使いやすいデ
ザインの工夫や取り組み
を考えようとしている。

A

ユーザインタフェースと
ユーザエクスペリエンスに
ついて的確に理解してい
る。

ユーザエクスペリエンスを
高めるためのユーザインタ
フェースを考えることがで
きる。

全ての人に使いやすいデ
ザインの工夫や取り組み
を複数考えようとしている。

C↑

身近な場面や、内容などを
具体例を示すことで、理解
を促す。

ペアやグループなどでの
話し合いや相互評価をす
るなど、状況に応じて教え
合いを促す。

全ての人に使いやすいデ
ザインの工夫や取り組み
の身近な例を示して、興味
を持たせる。

評価
規準

ユニバーサルデザインとは
何かを理解している。

カラーバリアフリーを考え
て制作物を表現することが
できる。

全ての人に使いやすいデ
ザインの工夫や取り組み
を考えようとしている。

方法 ワークシート 制作物 ワークシート、振り返りシー

B
ユニバーサルデザインとは
何かを理解している。

カラーバリアフリーを考え
て制作物を表現することが
できる。

全ての人に使いやすいデ
ザインの工夫や取り組み
を考えようとしている。

A

ユニバーサルデザインとは
何かを理解し、アクセシビ
リティやユーザビリティの
考え方についても的確に
理解している。

カラーバリアフリーおよび
アクセシビリティを考えて
制作物を表現することがで
きる。

全ての人に使いやすいデ
ザインの工夫や取り組み
を複数考えようとしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照させ、身近な場面や、内
容などを具体例を示すこと
で、理解を促す。

ペアやグループなどでの
話し合いや相互評価をす
るなど、状況に応じて教え
合いを促す。

全ての人に使いやすいデ
ザインの工夫や取り組み
の身近な例を示して、興味
を持たせる。

評価
規準

デザイン思考の流れにつ
いて理解している。

問題解決をするために「誰
に」「何を」「どのように」取
り組んだらよいかをデザイ
ン思考の流れで考えること
ができる。

ユーザー分析をして、効果
的なコミュニケーションの
ために情報デザインを行
おうとしている。
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方法
ワークシート、制作物 ワークシート、制作物 制作物、振り返りシート、

観察

B

デザイン思考の流れにつ
いて理解している。

問題解決をするために「誰
に」「何を」「どのように」取
り組んだらよいかをデザイ
ン思考の流れで考えること
ができる。

ユーザー分析をして、効果
的なコミュニケーションの
ために情報デザインを行
おうとしている。

A

デザイン思考の流れに
沿って制作することができ
る。

問題解決をするために「誰
に」「何を」「どのように」取
り組んだらよいかをデザイ
ン思考の流れで考え、効
果的なコミュニケーション
のために情報デザインを

ユーザー分析をして、デザ
イン思考のプロセスを繰り
返し、伝わりやすく効果的
なコミュニケーションのた
めに情報デザインを行おう
としている。

C↑

教科書p.62-63を再確認し
ながら、それぞれのプロセ
スごとに分けて、具体例を
挙げて説明をする。

デザイン思考のプロセスご
とに「誰に」「何を」「どのよ
うに」取り組んだらよいか
を分けて、具体例を示しな
がら取り組ませる。

デザイン思考ではユー
ザー視点が重要であること
を伝え、何を意識して取り
組んだらよいかを気づか
せる。

評価
規準

コンピュータの構成につい
て理解している。

身の回りの機器にどのよう
なセンサが組み込まれて
いるか考えることができ

コンピュータの構成に興味
を持とうとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
コンピュータの構成につい
て理解している。

身の回りの機器にどのよう
なセンサが組み込まれて
いるか考えることができ

コンピュータの構成に興味
を持とうとしている。

A

コンピュータの構成につい
て深く理解している。

身の回りの機器にどのよう
なセンサが組み込まれて、
どのように活用されている
か科学的に深く考えること
ができる。

コンピュータの構成に興味
を持ち、身近な機器と関連
付けて深く幅広く興味を持
とうとしている。

C↑

教科書の該当ページや実
物を提示しながら、丁寧に
解説する。

ペアやグループなどでの
話し合いや相互評価をす
るなど、状況に応じて教え
合いを促す。

教科書の該当ページや実
物を提示しながら、丁寧に
解説することで、関心を高
めさせる。

評価
規準

ソフトウェアの働きを理解
している。

ソフトウェアとハードウェア
の処理の流れを考えること
ができる。

ソフトウェアとハードウェア
の連携に興味を持とうとし
ている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
ソフトウェアの働きを理解
している。

ソフトウェアとハードウェア
の処理の流れを考えること
ができる。

ソフトウェアとハードウェア
の連携に興味を持とうとし
ている。

A

ソフトウェアの働きを科学
的に深く理解している。

ソフトウェアとハードウェア
の処理の流れを科学的に
深く考えることができる。

ソフトウェアとハードウェア
の連携に興味を持ち、身
の回りの機器と関連付け
て深く幅広く興味を持とうと

C↑

教科書の該当ページや実
物を提示しながら、丁寧に
解説する。

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

教科書の該当ページや実
物を提示しながら、丁寧に
解説することで、関心を高
めさせる。

評価
規準

コンピュータの計算手順を
理解している。

コンピュータの処理の仕組
みを考えることができる。

コンピュータの仕組みに興
味を持とうとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
コンピュータの処理の仕組
みを理解している。

コンピュータの処理の仕組
みを考えることができる。

コンピュータの仕組みに興
味を持とうとしている。

A
コンピュータの処理の仕組
みを深く理解している。

コンピュータの処理の仕組
みを科学的に深く考えるこ
とができる。

コンピュータの仕組みに興
味を持ち、クロック周波数
を調べようとしている。
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C↑

教科書の該当ページ再度
確認しながら、丁寧に解説
する。

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

人間の情報の処理手順と
の比較など、イメージしや
すいように丁寧に解説する
ことで、関心を高めさせる。

評価
規準

論理回路について理解し
ている。

論理回路を真理値表に表
現することができる。

論理回路を真理値表で表
そうとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
論理回路について理解し
ている。

論理回路を真理値表に表
現することができる。

論理回路を真理値表で表
そうとしている。

A
論理回路について理解し、
計算する技能が身につい
ている。

さまざまな論理回路を真理
値表に表現することができ
る。

さまざまな論理回路を真理
値表で表そうとしている。

C↑

教科書の該当ページ再度
確認しながら、丁寧に解説
する。

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

ペアやグループなどでの
話し合いや相互評価をす
るなど、状況に応じて教え
合いを促す。

評価
規準

アルゴリズムについて理解
している。

アルゴリズムの違いによる
結果について考えることが
できる。

アルゴリズムの違いによる
結果について考えようとし
ている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
アルゴリズムについて理解
している。

アルゴリズムの違いによる
結果について考えることが
できる。

アルゴリズムの違いによる
結果について考えようとし
ている。

A
さまざまなアルゴリズムに
ついて理解している。

アルゴリズムの違いによる
結果や効率について考え
ることができる。

アルゴリズムの違いによる
結果や効率について考え
ようとしている。

C↑

教科書の該当ページ再度
確認しながら、手順を細分
化して、丁寧に解説する。

教科書の該当ページを参
照しながら、効率の違い
や、手順を細分化して丁寧
に説明する。

ペアやグループなどでの
話し合いや相互評価をす
るなど、状況に応じて教え
合いを促す。

評価
規準

アルゴリズムを表現する技
能を身につけている。

問題解決の手順を考え
て、アルゴリズムを表現す
ることができる。

問題解決の手順をアルゴ
リズムで表現しようとして
いる。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
アルゴリズムを表現する技
能を身につけている。

問題解決の手順を考え
て、アルゴリズムを表現す
ることができる。

問題解決の手順をアルゴ
リズムで表現しようとして
いる。

A
さまざまなアルゴリズムの
表現を理解する技能を身
につけている。

問題解決の手順を考え
て、アルゴリズムを効率よ
く表現することができる。

問題解決の手順をアルゴ
リズムで効率よく表現しよ
うとしている。

C↑

教科書の該当ページ再度
確認しながら、制御構造な
ど内容を細分化して、丁寧
に解説する。

教科書の該当ページを参
照しながら、異なるアルゴ
リズムを考えるヒントを複
数出したり、手順を細分化
したりして丁寧に説明す

ペアやグループなどでの
話し合いや相互評価をす
るなど、状況に応じて教え
合いを促す。

評価
規準

プログラミング言語による
プログラムを作成するため
の方法を理解している。

プログラミングで表現する
ことができる。

プログラムを作成しようとし
ている。

方法 制作物 制作物 制作物、振り返りシート

B
プログラミング言語による
プログラムを作成するため
の方法を理解している。

プログラミングで表現する
ことができる。

プログラムを作成しようとし
ている。

A
プログラミング言語による
プログラムを作成するため
の方法を深く理解してい

正確かつ効率のよいプロ
グラミングで表現すること
ができる。

プログラムを作成し、正確
な答えが得られるプログラ
ムを完成しようとしている。

3
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C↑

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

教科書の該当ページを参
照しながら、効率の違い
や、手順を細分化して丁寧
に説明する。

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明し、プログ
ラミングについて困ってい
ることを個別指導する。

評価
規準

制御構造を組み合わせて
プログラムを作成するため
の方法を理解している。

配列やリストを利用して、
プログラミングで表現する
ことができる。

プログラムを作成しようとし
ている。

方法 制作物 制作物 制作物、振り返りシート

B
制御構造を組み合わせて
プログラムを作成するため
の方法を理解している。

配列やリストを利用して、
プログラミングで表現する
ことができる。

プログラムを作成しようとし
ている。

A

制御構造を組み合わせて
プログラムを作成するため
のさまざまな方法を理解し
ている。

配列やリストを利用して、
正確かつ効率のよいプロ
グラミングで表現すること
ができる。

プログラムを作成し、正確
な答えが得られるプログラ
ムを完成しようとしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明し、プログ
ラミングについて困ってい
ることを個別指導する。

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明し、プログ
ラミングについて困ってい
ることを個別指導する。

評価
規準

関数やAPIの利用で、プロ
グラムを効率よく活用でき
ることを理解している。

関数やAPI等を利用して、
プログラミングで表現する
ことができる。

プログラムを作成しようとし
ている。

方法 制作物 制作物 制作物、振り返りシート

B
関数やAPIの利用で、プロ
グラムを効率よく活用でき
ることを理解している。

関数やAPI等を利用して、
プログラミングで表現する
ことができる。

プログラムを作成しようとし
ている。

A

さまざまな関数やAPIの利
用で、プログラムを効率よ
く活用できることを幅広く深
く理解している。

関数を用いて構造化した
り、APIの連携など外部の
プログラムを活用して、効
率よく正確なプログラミン
グで表現することができ

プログラムを作成し、正確
な答えが得られるプログラ
ムを完成しようとしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明し、プログ
ラミングについて困ってい
ることを個別指導する。

教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明し、プログ
ラミングについて困ってい
ることを個別指導する。

評価
規準

モデル化の手順を理解し
ている。

対象の事象をモデル化し
て表現することができる。

問題解決の手段としてモ
デル化をしようとしている。

方法
ワークシート 制作物 ワークシート、制作物、振

り返りシート

B
モデル化の手順を理解し
ている。

対象の事象をモデル化し
て表現することができる。

問題解決の手段としてモ
デル化をしようとしている。

A

モデル化の手順やさまざ
まな分類を詳細に理解し
ている。

対象の事象をモデル化し
て表現し、実際に利用して
起こりうることを多角的に
考えることができる。

問題解決の手段としてモ
デル化をし、身近な問題解
決に役立てようとしてい
る。

C↑
教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

評価
規準

シミュレーションの手順を
理解している。

シミュレーションを通してモ
デルの評価を考えることが
できる。

シミュレーションの活用方
法を考えようとしている。

方法
制作物 ワークシート 制作物、ワークシート、振

り返りシート

B
シミュレーションの手順を
理解している。

シミュレーションを通してモ
デルの評価を考えることが
できる。

シミュレーションの活用方
法を考えようとしている。

3
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A

シミュレーションの手順を
理解し、シミュレーションを
する技能を身につけてい
る。

シミュレーションを通して多
面的にモデルの評価し、改
善策を考えることができ
る。

シミュレーションの活用方
法を考え、具体的に問題を
現実化して解決策を実証
しようとしている。

C↑
教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

評価
規準

モデル化とシミュレーション
の例を理解している。

モデル化の手法とシミュ
レーションの方法を考える
ことができる。

モデル化とシミュレーション
を活用して問題解決を行
おうとしている。

方法
制作物 ワークシート 制作物、ワークシート、振

り返りシート

B
モデル化とシミュレーション
の例を理解している。

モデル化の手法とシミュ
レーションの方法を考える
ことができる。

モデル化とシミュレーション
を活用して問題解決を行
おうとしている。

A

さまざまなモデル化とシ
ミュレーションの例を理解
している。

モデル化の手法とシミュ
レーションの方法を多面的
な観点で考えることができ
る。

モデル化とシミュレーション
を活用して問題解決を行
い、身近な問題にも応用し
ようとしている。

C↑
教科書の該当ページを参
照しながら、具体的な例を
示して説明する。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

評価
規準

シミュレーションをする技
能を身につけている。

シミュレーションの活用方
法を考えることができる。

シミュレーションを活用して
問題解決を行おうとしてい

方法
制作物 ワークシート 制作物、ワークシート、振

り返りシート

B
シミュレーションをする技
能を身につけている。

シミュレーションの活用方
法を考えることができる。

シミュレーションを活用して
問題解決を行おうとしてい

A
問題解決に役立つシミュ
レーションをする技能を身
につけている。

シミュレーションの活用方
法を多面的な観点で考え
ることができる。

シミュレーションを活用して
問題解決を行い、身近な
問題にも応用しようとして

C↑
教科書の該当ページを参
照しながら、手順を細分化
して丁寧に説明する。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

評価
規準

WWWで使われている仕組
みについて理解している。

ネットワークの仕組みや工
夫を考えることができる。

ネットワークの仕組みにつ
いて関心を持とうとしてい
る。

方法 ワークシート ワークシート、発問 ワークシート、振り返りシー

B
WWWで使われている仕組
みについて理解している。

ネットワークの仕組みや工
夫を考えることができる。

ネットワークの仕組みにつ
いて関心を持とうとしてい

A

WWWで使われている仕組
みについて幅広く深く理解
している。

ネットワークの仕組みや工
夫について、科学的な理
解に基づいて考えることが
できる。

ネットワークの仕組みにつ
いて、科学的な理解に基
づいて、今後の利用につ
いて考えようとしている。

C↑
教科書の該当ページを再
確認しながら、具体例を交
えて丁寧に説明する。

教科書の該当ページを再
確認しながら、具体例を交
えて丁寧に説明する。

具体的に身近な例を示し
ながら、今後の利用を想像
させ好奇心を喚起させる。

評価
規準

インターネット接続につい
て理解している。

家庭内のLANの構築を考
えることができる。

ネットワークの仕組みにつ
いて関心を持とうとしてい

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
インターネット接続につい
て理解している。

家庭内のLANの構築を考
えることができる。

ネットワークの仕組みにつ
いて関心を持とうとしてい

A

インターネット接続につい
て科学的に深く理解してい
る。

インターネットの今後の利
用について科学的な根拠
に基づいて詳細に考える
ことができる。

ネットワークの仕組みをも
とに今後の利用について
考えようとしている。
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C↑

教科書の該当ページを再
確認しながら、具体的な事
例を示しつつ、イメージし
やすいように例示をして丁
寧に解説する。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

具体例を取り上げること
で、関心を高めさせる。

評価
規準

通信方式について理解し
ている。

プロトコルによってどのよう
に通信しているかを考える
ことができる。

通信方式について関心を
持とうとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
通信方式について理解し
ている。

プロトコルによってどのよう
に通信しているかを考える
ことができる。

通信方式について関心を
持とうとしている。

A

通信方式について、科学
的に深く理解している。

情報に応じて適切なプロト
コルを判断し、どのように
通信したらよいかを考える
ことができる。

通信方式の仕組みを基に
今後の利用について考え
ようとしている。

C↑

教科書の該当ページを再
確認しながら、イメージし
やすいように例示をして丁
寧に解説する。

教科書の該当ページを再
確認させながら、それぞれ
のプロトコルについて考え
させる。

具体例を取り上げること
で、関心を高めさせる。

評価
規準

情報セキュリティの技術に
ついて理解している。

データを暗号化して表現す
ることができる。

情報セキュリティを高める
技術を実践しようとしてい

方法 ワークシート ワークシート 振り返りシート、観察

B
情報セキュリティの技術に
ついて理解している。

データを暗号化して表現す
ることができる。

情報セキュリティを高める
技術を実践しようとしてい

A

情報セキュリティの技術に
ついて具体的な対策方法
についても深く理解してい
る。

さまざまな方法で、データ
を暗号化したり復号したり
して表現することができ
る。

情報セキュリティを高める
技術を実践するために、具
体的な場面と方法を考え
て行動しようとしている。

C↑

教科書の該当ページを再
確認しながら、身近な例を
示して丁寧に説明する。

手順を細分化して説明し、
ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

情報セキュリティの身近な
活用場面を具体的に示し
て、関心を高めさせる。

評価
規準

社会にある情報システム
のサービスについて理解し
ている。

情報化が進展すると、暮ら
しや社会がどのように変化
していくか考えることがで

情報システムの種別につ
いて関心を持とうとしてい
る。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート

B
社会にある情報システム
のサービスについて理解し
ている。

情報化が進展すると、暮ら
しや社会がどのように変化
していくか考えることがで

情報システムの種別につ
いて関心を持とうとしてい
る。

A

社会にある情報システム
のサービスの仕組みにつ
いても詳しく理解している。

情報化が進展すると、暮ら
しや社会がどのように変化
していくか、進展に伴うメ
リットとデメリットも含めて
考えることができる。

情報システムの種別につ
いて深く理解しようと関心
を持っている。

C↑

教科書の該当ページを再
提示しながら、具体的に例
を挙げて丁寧に説明する。

教科書の該当ページを再
提示しながら、情報システ
ムが社会にどのように影
響しているのかを再説明
し、気づきを促す。

教科書の該当ページを再
提示しながら、情報システ
ムの種類を丁寧に説明す
る。

評価
規準

情報システムを信頼して使
える工夫について理解して
いる。

情報システムを信頼して使
える工夫について、活用で
きる場面を考えることがで
きる。

情報システムを信頼して使
える工夫について活用しよ
うとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B

情報システムを信頼して使
える工夫について理解して
いる。

情報システムを信頼して使
える工夫について、活用で
きる場面を考えることがで
きる。

情報システムを信頼して使
える工夫について活用しよ
うとしている。
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A

情報システムを信頼して使
える工夫について、仕組み
も含め科学的に深く理解し
ている。

情報システムを信頼して使
える工夫について、活用で
きる場面や対策方法を複
数考えることができる。

情報システムを信頼して使
える工夫について、さまざ
まな場面や方法で活用し
ようとしている。

C↑

教科書の該当ページを再
提示しながら、情報システ
ムの工夫について丁寧に
説明する。

教科書の該当ページを再
提示しながら、例を示し
て、身近なことと結び付け
て考えさせる。

教科書の該当ページを再
提示しながら、情報システ
ムの工夫と、身近なことを
結び付けて考えさせる。

評価
規準

情報システムと通貨につ
いて理解している。

教育DXの例を考えること
ができる。

身の回りのDXに興味を持
とうとしている。

方法 ワークシート、振り返りシー ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
情報システムと通貨につ
いて理解している。

教育DXの例を考えること
ができる。

身の回りのDXに興味を持
とうとしている。

A
情報システムと通貨につ
いて科学的に深く理解して
いる。

教育DXの例を複数考える
ことができる。

身の回りのDXに興味を持
ち、オープンデータを自分
で活用しようとている。

C↑

教科書の該当ページを再
提示しながら、身の回りの
事例を説明し、好奇心を喚
起させる。

教育DXの具体的な例を示
しながら、身近なことと結
び付けて考えさせる。

身の回りにあるDXを具体
的に例示して、関心を高め
させる。

評価
規準

データベースの種類につ
いて理解している。

データベースを使って管理
しているものを考えること
ができる。

身の回りのデータに興味を
持とうとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
データベースの種類につ
いて理解している。

データベースを使って管理
しているものを考えること
ができる。

身の回りのデータに興味を
持とうとしている。

A
データベースの種類と仕組
みについて科学的に深く
理解している。

データベースを使って管理
しているものを仕組みを含
めて考えることができる。

身の回りのデータに興味を
持ち、活用していこうとして
いる。

C↑

教科書の該当ページを参
照させ、丁寧に解説する。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

教科書の該当ページを再
提示しながら、身の回りの
事例を説明し、好奇心を喚
起させる。

評価
規準

関係データベースにおける
検索の技能を身につけて
いる。

関係データベースで正規
化して表現することができ
る。

データの管理と整理をしよ
うとしている。

方法 制作物 制作物 制作物、振り返りシート

B
関係データベースにおける
検索の技能を身につけて
いる。

関係データベースで正規
化して表現することができ
る。

データの管理と整理をしよ
うとしている。

A
SQLを活用して、関係デー
タベースにおける検索の
技能を身につけている。

関係データベースで正規
化し、主キーを設定して表
現することができる。

データの管理と整理をし、
データを活用していこうとし
ている。

C↑

教科書の該当ページを参
照させ、演示も交えなが
ら、手順を細分化して丁寧
に解説する。

教科書の該当ページを参
照させ、演示も交えなが
ら、手順を細分化して丁寧
に解説する。

教科書の該当ページを再
提示しながら、身近な例を
示しながら、好奇心を喚起
させる。

評価
規準

データの種類について理
解している。

データの性質を把握して、
適切な処理方法を判断す
ることができる。

データの性質を適切に判
断してアンケートに表現し
ようとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
データの種類について理
解している。

データの性質を把握して、
適切な処理方法を判断す
ることができる。

データの性質を適切に判
断してアンケートに表現し
ようとしている。

A

さまざまなデータの種類と
その適切な処理方法につ
いて理解している。

データの性質を把握して、
適切な処理方法を判断し
てアンケートに表現するこ
とができる。

データの性質を適切に判
断してアンケートに表現
し、適切に分析しようとして
いる。

120
121

データの
管理

48

データの
収集と種
類

122
123

49 124
125

118
119

情報シス
テムの信
頼性

46

47 データの
活用と
データ
ベース

116
117

45

情報シス
テムの活
用

4



C↑

教科書の該当ページを参
照させ、具体的な例を示し
ながら丁寧に解説する。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促し、
効果的な活用を意識させ
る。

評価
規準

データを可視化する技能を
身につけている。

テキストマイニングで分析
した結果から得られること
を考えることができる。

データの分析をしようとし
ている。

方法
制作物 ワークシート 制作物、ワークシート、振

り返りシート

B
データを可視化する技能を
身につけている。

テキストマイニングで分析
した結果から得られること
を考えることができる。

データの分析をしようとし
ている。

A
データを可視化するさまざ
まな種類の技能を身につ
けている。

テキストマイニングで分析
した結果から得られること
を多角的に考えることがで

多角的にデータの分析をし
ようとしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照させながら、可視化する
方法について、困っている
ことを個別指導する。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促し、
効果的な活用を意識させ
る。

評価
規準

仮説検定について理解し
ている。

仮説検定により仮説が正
しいといえるか判断するこ
とができる。

統計的な考え方に基づい
て結果を判断しようとして
いる。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
仮説検定について理解し
ている。

仮説検定により仮説が正
しいといえるか判断するこ
とができる。

統計的な考え方に基づい
て結果を判断しようとして
いる。

A

仮説検定について、考え
方を深く理解している。

問題解決のために仮説を
立て、仮説検定により仮説
が正しいといえるか判断す
ることができる。

統計的なさまざまな考え方
に基づいて、結果を判断し
たり、妥当性を考察したり
しようとしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照させ、手順を細分化して
具体的な例を示しながら丁
寧に解説する。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

ペアやグループなどでの
話し合いをするなど、状況
に応じて教え合いを促し、
好奇心を喚起する。

評価
規準

相関関係と因果関係につ
いて理解している。

2つのデータの関係性につ
いて考えることができる。

過去のデータから未来を
予測しようとしている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
相関関係と因果関係につ
いて理解している。

2つのデータの関係性につ
いて考えることができる。

過去のデータから未来を
予測しようとしている。

A
相関関係と因果関係につ
いて理解し、単回帰分析を
している。

2つのデータの関係性につ
いて考え、未来を予測して
考えることができる。

過去のデータから未来を
予測し、社会で活用してい
こうとしている。

C↑

教科書の該当ページを参
照させ、手順を細分化して
具体的な例を示しながら丁
寧に解説する。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促し、
好奇心を喚起する。

評価
規準

情報を検索する技能を身
につけている。

複数の情報の中から目的
に合った選択を判断するこ
とができる。

目的の情報を検索しようと
している。

方法 ワークシート ワークシート 振り返りシート

B
情報を検索する技能を身
につけている。

複数の情報の中から目的
に合った選択を判断するこ
とができる。

目的の情報を検索しようと
している。

A

検索条件を組み合わせて
目的の情報を検索する技
能を身につけている。

複数の情報源を確認して、
複数の情報の中から目的
に合った選択を判断するこ
とができる。

目的の情報を得るために
複数の情報を検索しようと
している。
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C↑
教科書p.10を参照させ、目
的の情報を検索するため
のアドバイスをする。

情報を選択するときのポイ
ントについて解説する。

キーワードを工夫させて、
目的の情報を検索するた
めのアドバイスをする。

評価
規準

プレゼンテーションソフト
ウェアを活用する技能を身
につけている。

ポスターを図解化して作成
して表現することができ
る。

ポスターを見せ合い、相互
評価しようとしている。

方法
制作物 制作物 相互評価シート、振り返り

シート

B
プレゼンテーションソフト
ウェアを活用する技能を身
につけている。

ポスターを図解化して作成
して表現することができ
る。

ポスターを他者と見せ合
い、相互評価しようとして
いる。

A

プレゼンテーションソフト
ウェアを活用し、短時間で
効果的に活用する技能を
身につけている。

ポスターを図解化して作成
し、関係性や大事なポイン
トが一目で分かるように表
現することができる。

ポスターを他者と見せ合っ
て相互評価をし、改善方法
について考えようとしてい
る。

C↑

プレゼンテーションソフト
ウェアの活用について、
困っていることを個別指導
する。

調べた内容のキーワード
を抜き出してから、ポス
ターのラフスケッチをし、デ
ジタル作品にするように指

ルーブリックを見ながら相
互評価をするときのポイン
トを再確認し、具体例を示
しながら説明する。

評価
規準

ブレーンストーミングで意
見を出す技能を身につけ
ている。

情報を構造化して関係性
を考えることができる。

発想法を実践しようとして
いる。

方法 制作物 制作物 振り返りシート

B
ブレーンストーミングで意
見を出す技能を身につけ
ている。

情報を構造化して関係性
を考えることができる。

発想法を実践しようとして
いる。

A

ブレーンストーミングで意
見を出す技能を身につけ、
ほかの人もアイデアが出
るように促すことができる。

情報を構造化して関係性
を考え、文章などに表現す
ることができる。

複数の発想法を実践しよう
としている。

C↑

教科書p.12を参照しなが
ら、ブレーンストーミングの
4つのルールを押さえて発
言を促す。

教科書p.56を参照しなが
ら、構造化して関係性を考
えるポイントを解説する。

教科書p.12-13を参照しな
がら、発想法についてポイ
ントを解説し、関心を高め
させる。

評価
規準

画像と文字コードのデータ
量の違いを理解している。

データのサイズを考えるこ
とができる。

データ量を見積もろうとし
ている。

方法 ワークシート ワークシート ワークシート、振り返りシー

B
画像と文字コードのデータ
量の違いを理解している。

データのサイズを考えるこ
とができる。

データ量を見積もろうとし
ている。

A

画像と文字コードのデータ
量の違いについて、仕組
みを含めて深く理解してい
る。

さまざまな表現メディアの
データのサイズを考え、そ
の特性について深く考える
ことができる。

さまざまな表現メディアの
データ量を見積もり、その
特性について考えようとし
ている。

C↑

教科書p.42-43を参照し、
説明をする。

教科書p.42-43を参照さ
せ、文字のデジタル表現に
ついて説明をする。

データ量の見積もりの方法
について、計算方法の具
体的な方策についてアド
バイスをする。

評価
規準

音楽ファイルを作成する技
能を身につけている。

音楽ファイルの曲をアレン
ジして表現するこができ

音楽ファイルを作成しよう
としている。

方法 制作物 制作物 制作物、振り返りシート

B
音楽ファイルを作成する技
能を身につけている。

音楽ファイルの曲をアレン
ジして表現することができ

音楽ファイルを作成しよう
としている。

A
音楽ファイルを作成するさ
まざまな技能を身につけて
いる。

音楽ファイルの曲を複数
のアレンジをして表現する
ことができる。

さまざまなアレンジを加え
た音楽ファイルを作成しよ
うとしている。

C↑

教科書を参照させながら、
制作に使用するソフトウェ
アの活用について、困って
いることを個別指導する。

制作に使用するソフトウェ
アの活用について、困って
いることを個別指導する。

制作に使用するソフトウェ
アの活用について、困って
いることを個別指導した
り、ペア等で相談させたり
して学び合いを促す。
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評価
規準

情報を可視化するために
文書処理ソフトウェアを活
用する技能を身につけて

文章を正確に構造化して
表現することができる。

作成した文書を見せ合い、
相互評価しようとしている。

方法
制作物 制作物 相互評価シート、振り返り

シート

B
情報を可視化するために
文書処理ソフトウェアを活
用する技能を身につけて

文章を正確に構造化して
表現することができる。

作成した文書を他者と見
せ合い、相互評価しようと
している。

A

情報デザインを意識しなが
ら情報を可視化するため
に、文書処理ソフトウェア
を活用する技能を身につ

文章を正確に構造化し、情
報デザインを意識しながら
文書作成ソフトウェアで表
現することができる。

作成した文書を他者と見
せ合って相互評価をし、改
善方法について考えようと
している。

C↑

文書作成ソフトウェアの活
用について、困っているこ
とを個別指導する。

構造化するためのメモの
取り方のポイントを与えて
考えさせる。

情報デザインや構造化、
可視化など相互評価をす
るときのポイントを再確認
し、具体例を示しながら説

評価
規準

プレゼンテーションソフト
ウェアを使ってピクトグラム
を制作する技能を身につ
けている。

情報を抽象化して表現す
ることができる。

作成した作品を見せ合い、
相互評価しようとしている。

方法
制作物 制作物 相互評価シート、振り返り

シート

B

プレゼンテーションソフト
ウェアを使ってピクトグラム
を制作する技能を身につ
けている。

情報を抽象化してピクトグ
ラムとして表現することが
できる。

作成した作品を他者と見
せ合い、相互評価しようと
している。

A

単純な図形を組み合わ
せ、プレゼンテーションソフ
トウェアを使ってピクトグラ
ムを制作する技能を身に
つけている。

情報を抽象化し、誰にでも
すぐに情報が伝わるような
ピクトグラムとして表現す
ることができる。

作成した作品を他者と見
せ合って相互評価をし、改
善方法について考えようと
している。

C↑

プレゼンテーションソフト
ウェアの活用について、
困っていることを個別指導
する。

教科書p.56を参照し、具体
的な例を示しながら、情報
の抽象化のポイントを与え
て考えさせる。

相互評価をするときのポイ
ントを再確認し、具体例を
示しながら説明する。

評価
規準

Webページの構造を理解し
ている。

情報を構造化して要素どう
しの関係性について考え
ることができる。

文章の構造化について関
心を持とうとしている。

方法
制作物 制作物、ワークシート 制作物、ワークシート、振

り返りシート

B
Webページの構造を理解し
ている。

情報を構造化して要素どう
しの関係性について考え
ることができる。

文章の構造化について関
心を持とうとしている。

A

Webページの構造を理解
し、改良することができる。

情報を構造化して要素どう
しの関係性について考え、
情報をデザインして表現す
ることができる。

文章の構造化について関
心を持ち、さまざまな伝達
メディアへ応用して情報デ
ザインをしようしている。

C↑

教科書p.198の「Webペー
ジの構造」を参照し、具体
的に説明をする。

教科書p.56を参照し、文章
の構造化について、具体
的な例を示して説明をす
る。

教科書p.56、198を参照し、
文章の構造化について、
具体的な例を示して関心
を高めさせる。

評価
規準

絵コンテに基づいて映像
作品を制作する技能を身
につけている。

ターゲットを意識した企画
を考えることができる。

作成した作品を見せ合い、
相互評価しようとしている。

方法
制作物、振り返りシート 制作物、振り返りシート 相互評価シート、振り返り

シート

B
絵コンテに基づいて映像
作品を制作する技能を身
につけている。

ターゲットを意識した企画
を考えることができる。

作成した作品を他者と見
せ合い、相互評価しようと
している。
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A

絵コンテに基づいて、分担
した仕事およびグループで
意見交換をしながら協力を
して、映像作品を制作する
技能を身につけている。

ターゲットを意識した企画
を考え、コンテンツ設計の
流れを意識して映像作品
を表現することができる。

作成した作品を他者と見
せ合って相互評価をし、改
善方法について考えようと
している。

C↑
動画編集ソフトウェアの活
用について、困っているこ
とを個別指導する。

教科書p.62のコンテンツ設
計を参照し、共感マップな
どを使って考えさせる。

相互評価をするときのポイ
ントを再確認し、具体例を
示しながら説明する。

評価
規準

プログラムを作る技能を身
につけている。

制御構造を考えたプログラ
ムを表現することができ

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

方法 制作物 制作物 振り返りシート

B
プログラムを作る技能を身
につけている。

制御構造を考えたプログラ
ムを表現することができ

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

A

分かりやすく効率のよいプ
ログラムを作る技能を身に
つけている。

制御構造を組み合わせて
考えて、複数の異なったプ
ロセスのプログラムを表現
することができる。

プログラムの制作に関心
を持ち、試行錯誤しながら
プログラムの改良をしよう
としている。

C↑

プログラムの制作につい
て、困っていることを個別
指導する。

教科書p.83を参考に制御
構造について、具体的な
例を示しながら、丁寧に説
明する。

プログラムの制作が社会
に出てどのようなことに役
に立つのかを説明し、関心
を高めさせる。

評価
規準

プログラムを作る技能を身
につけている。

開閉センサのプログラムを
考えることができる。

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

方法 制作物 制作物 振り返りシート

B
プログラムを作る技能を身
につけている。

開閉センサのプログラムを
考えることができる。

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

A

分かりやすく効率のよいプ
ログラムを作る技能を身に
つけている。

日常生活のさまざまな場
面に応用できるお知らせセ
ンサのプログラムを考えて
表現することができる。

プログラムの制作に関心
を持ち、試行錯誤しながら
プログラムの改良をしよう
としている。

C↑

プログラムの制作につい
て、困っていることを個別
指導する。

明るさに応じてセンサが変
わることを演示し、センサ
の値を調整して動作を変
えるように考えさせる。

プログラムの制作が社会
に出てどのようなことに役
に立つのかを説明し、関心
を高めさせる。

評価
規準

プログラムを作る技能を身
につけている。

リストを使って辞書を作り、
会話のやりとりができるプ
ログラムを考えることがで
きる。

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

方法 制作物 制作物 振り返りシート

B

プログラムを作る技能を身
につけている。

リストを使って辞書を作り、
会話のやりとりができるプ
ログラムを考えることがで
きる。

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

A

分かりやすく効率のよいプ
ログラムを作る技能を身に
つけている。

スムーズな会話のやりとり
ができるようなプログラム
を考えることができる。

プログラムの制作に関心
を持ち、試行錯誤しながら
プログラムの改良をしよう
としている。

C↑

プログラムの制作につい
て、困っていることを個別
指導する。

教科書p.86-89を参照し、リ
ストや乱数について丁寧
に説明をすることでプログ
ラムを考えさせる。

プログラムの制作が社会
に出てどのようなことに役
に立つのかを説明し、関心
を高めさせる。

評価
規準

プログラムを作る技能を身
につけている。

制御構造を用いてアルゴ
リズムを考えることができ

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

方法 制作物 制作物 振り返りシート

B
プログラムを作る技能を身
につけている。

制御構造を用いてアルゴ
リズムを考えることができ

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。
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A

分かりやすく効率のよいプ
ログラムを作る技能を身に
つけている。

制御構造を用いて、難易
度の異なるアルゴリズムを
考えることができる。

プログラムの制作に関心
を持ち、試行錯誤しながら
プログラムの改良をしよう
としている。

C↑

プログラムの制作につい
て、困っていることを個別
指導する。

教科書p.83を参考に制御
構造について、具体的な
例を示しながら、丁寧に説
明する。

プログラムの制作が社会
に出てどのようなことに役
に立つのかを説明し、関心
を高めさせる。

評価
規準

素数を求めるプログラムを
作ることができる。

効率のよい素数を求める
アルゴリズムを考えること
ができる。

効率のよいプログラムを制
作しようとしている。

方法 制作物 制作物 振り返りシート

B
素数を求めるプログラムを
作ることができる。

効率のよい素数を求める
アルゴリズムを考えること
ができる。

効率のよいプログラムを制
作しようとしている。

A

分かりやすく効率のよい素
数を求めるプログラムを作
ることができる。

複数の異なったプロセスで
効率のよいアルゴリズムを
考え、改善して表現するこ
とができる。

何度もアルゴリズムやプロ
グラム改良しながら、粘り
強く効率のよいプログラム
を制作し、日常生活に役立
てようとしている。

C↑

教科書p.80を参照し、プロ
グラムの制作について、
困っていることを個別指導
する。

教科書p.80を参考に、効率
のよいアルゴリズムの具
体的な例を示しながら、丁
寧に説明する。

効率のよいアルゴリズムを
考え、プログラムを制作す
ることが、社会に出てどの
ようなことに役に立つのか
を説明し、関心を高めさせ

評価
規準

WebAPIから自分の使いた
いデータを取り出す技能を
身につけている。

自分の問題を解決するた
めのプログラムを考えるこ
とができる。

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

方法 制作物 制作物 振り返りシート

B
WebAPIから自分の使いた
いデータを取り出す技能を
身につけている。

自分の問題を解決するた
めのプログラムを考えるこ
とができる。

プログラムの制作に関心
を持とうとしている。

A

さまざまなWebAPIを読み
込み、ユーザーを意識した
プログラムを制作する技能
を身につけている。

自分だけでなく、多くの人
の問題を解決するための
プログラムを改良し、使用
できるプログラムを考える
ことができる。

プログラムの制作に関心
を持ち、試行錯誤しながら
ユーザーを意識したプログ
ラムの制作をしようとして
いる。

C↑

教科書p.88-89を参照し、
プログラムの制作につい
て、困っていることを個別
指導する。

教科書p.80-81を参考に、
効率のよいアルゴリズム
の具体的な例を示しなが
ら、丁寧に説明する。

プログラムの制作が社会
に出てどのようなことに役
に立つのかを説明し、関心
を高めさせる。

評価
規準

プログラムを作る技能を身
につけている。

動きを分析して、アルゴリ
ズムを考えることができ
る。

プログラムと実行結果を他
者と見せ合い、相互評価を
しようとしている。

方法
制作物 制作物 相互評価シート、振り返り

シート

B
プログラムを作る技能を身
につけている。

動きを分析して、アルゴリ
ズムを考えることができ
る。

プログラムと実行結果を他
者と見せ合い、相互評価し
ようとしている。

A

分かりやすく効率のよいプ
ログラムを作る技能を身に
つけている。

動きを分析して、複数の異
なったプロセスのアルゴリ
ズムを考えることができ
る。

プログラムと実行結果を他
者と見せ合って相互評価
をし、改善方法について考
えようとしている。

C↑

プログラムの制作につい
て、困っていることを個別
指導する。

教科書p.83を参考に制御
構造について、具体的な
例を示しながら、丁寧に説
明する。

相互評価をするときのポイ
ントを再確認し、具体例を
示しながら説明する。

プログラ
ムで動き
を再現
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評価
規準

モデル化の手順を理解し
ている。

安全な帰宅経路のモデル
を考えることができる。

考えたモデルを他者と見
せ合い、相互評価をしよう
としている。

方法
制作物 制作物 相互評価シート、振り返り

シート

B
モデル化の手順を理解し
ている。

安全な帰宅経路のモデル
を考えることができる。

考えたモデルを他者と見
せ合い、相互評価しようと
している。

A

モデル化の手順を理解し、
問題解決のプロセスにお
いて情報技術を活用し、効
率よく情報を収集したり、
データの分析をしたりして
いる。

さまざまな条件を考慮した
安全な帰宅経路のモデル
を考えることができる。

考えたモデルを他者と見
せ合って相互評価をし、実
際に経路を歩いて検証し、
さまざまな条件を考慮した
モデルへの改善方法につ
いて考えようとしている。

C↑

教科書p.90を参照し、モデ
ル化ついて、具体例を示し
ながら説明をして理解を促
す。

モデル化の手順を細分化
して、各プロセスごとにポ
イントを説明することで考
えさせる。

さまざまな条件を示し、相
互評価をするときのポイン
トを再確認し、具体例を示
しながら説明する。

評価
規準

表計算ソフトウェアを用い
て、シミュレーションをする
ことができる。

シミュレーションで同じ誕生
日の人がいる確率を考え
ることができる。

シミュレーションで同じ誕生
日の人がいる確率を求め
ようとしている。

方法
制作物 ワークシート、制作物 制作物、ワークシート、振

り返りシート

B
表計算ソフトウェアを用い
て、シミュレーションをする
ことができる。

シミュレーションで同じ誕生
日の人がいる確率を考え
ることができる。

シミュレーションで同じ誕生
日の人がいる確率を求め
ようとしている。

A

表計算ソフトウェアを用い
て、正確にモデルを作り、
さまざまなシミュレーション
をすることができる。

さまざまなモデルから同じ
誕生日の人がいる確率を
シミュレーションして求め、
その違いについて考察す
ることができる。

正確にモデルを作り、シ
ミュレーション結果が信頼
できるかを常に検討し、必
要に応じてモデルの修正
を行い、シミュレーションの
確率を求めようとしてい

C↑

教科書p.92を例示として参
照し、シミュレーションを行
ううえで、困っていることを
個別指導する。

教科書p.92-93を例示とし
て参照し、モデルを作成す
るためのアドバイスをして
考えさせる。

教科書p.92-93を例示とし
て参照し、モデルを作成す
るためのアドバイスをす
る。

評価
規準

シミュレーションの技能を
身につけている。

シミュレーションにより、確
率を考えることができる。

シミュレーションに関心を
持とうとしている。

方法 制作物 制作物 振り返りシート

B
シミュレーションの技能を
身につけている。

シミュレーションにより、確
率を考えることができる。

シミュレーションに関心を
持とうとしている。

A
効率的にシミュレーション
に取り組むためのさまざま
な技能を身につけている。

シミュレーションにより、確
率について科学的な根拠
を示して考えることができ

シミュレーションに関心を
持ち、粘り強く取り組もうと
うとしている。

C↑

教科書p.94-95を参照し、
シミュレーションを行ううえ
で、困っていることを個別
指導する。

教科書p.94-95を参照し、
シミュレーションを行ううえ
で、困っていることを個別
指導する。

具体例を示しながら説明
する。

評価
規準

モデル化の技能を身につ
けている。

シミュレーションにより家具
の配置を表現することがで
きる。

作成した作品を他者と見
せ合い、相互評価しようと
している。

方法
制作物 制作物 相互評価シート、振り返り

シート

B
モデル化の技能を身につ
けている。

シミュレーションにより家具
の配置を表現することがで
きる。

作成した作品を他者と見
せ合い、相互評価しようと
している。
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A

正確にモデル化をする技
能を身につけている。

シミュレーションにより家具
の配置を表現し、その意図
を考えることができる。

作成した作品を他者と見
せ合って相互評価をし、改
善方法をについて考えよう
としている。

C↑
教科書p.94を参照し、具体
的な例を示しながら丁寧に
解説する。

制作に使用するソフトウェ
アの活用について、困って
いることを個別指導する。

相互評価をするときのポイ
ントを再確認をし、具体例
を示しながら説明する。

168
評価
規準

シミュレーションの技能を
身につけている。

シミュレーションの結果に
ついて、適切かどうかを判
断することができる。

シミュレーションに関心を
持とうとしている。

方法 制作物 ワークシート 振り返りシート

B
シミュレーションの技能を
身につけている。

シミュレーションの結果に
ついて、適切かを判断する
ことができる。

シミュレーションに関心を
持とうとしている。

A

効率的にシミュレーション
に取り組むためのさまざま
な技能を身につけている。

シミュレーションの結果に
ついて、科学的な根拠を示
して適切かどうかを判断す
ることができる。

シミュレーションに関心を
持ち、粘り強く取り組もうと
うとしている。

C↑

教科書p.94-95ページを参
照し、シミュレーションを行
ううえで、困っていることを
個別指導する。

教科書p.94-95を参照し、
シミュレーションを行ううえ
で、困っていることを個別
指導する。

具体例を示しながら説明
する。

169 評価
規準

ネットワークに接続してい
る機器を理解している。

ネットワーク図を表現する
ことができる。

ネットワークの構成につい
て興味を持とうとしている。

方法 ワークシート 振り返りシート 振り返りシート

B
ネットワークに接続してい
る機器を理解している。

ネットワーク図を表現する
ことができる。

ネットワークの構成につい
て興味を持とうとしている。

A
ネットワークに接続してい
る機器を科学的な仕組み
を含めて理解している。

ネットワーク図を表現し、
複数のネットワークの構成
の違いを考えることができ

さまざまなネットワークの
構成について興味を持とう
としている。

C↑

教科書p.108-109を参照
し、今回の実習と関連させ
て丁寧に解説する。

ペアやグループなどでの
話し合いをしたり、クラスで
共有したりするなど、状況
に応じて教え合いを促す。

身近な活用例を示しなが
ら、好奇心を喚起させる。

170
171

評価
規準

データベースで大量の
データを操作することがで
きる。

データの見方を変えること
で、傾向を考えることがで
きる。

データの管理について関
心を持とうとしている。

方法
制作物 制作物、ワークシート 制作物、ワークシート、振

り返りシート

B
データベースで大量の
データを操作することがで
きる。

データの見方を変えること
で、傾向を考えることがで
きる。

データの管理について関
心を持とうとしている。

A

データベースで大量の
データを効率よく操作する
ために、プログラミングす
ることができる。

操作方法を工夫し、データ
の見方を変えることで、さ
まざまな角度から傾向を深
く考えることができる。

データの管理について関
心を持ち、日常生活に応
用しようとしている。

C↑

データベースの操作方法
について、手順を細分化し
て説明することで、理解を
促す。

データの見方について、具
体的な例を示しながら解説
し、考えるようにさせる。

現在の内容が、将来どの
ようなことに役に立っていく
のか、日常のどのような場
面で活用できるのかを説
明し、関心を持たせる。

172
173

評価
規準

集めたデータの分析をす
る技能を身につけている。

アンケートの結果から仮説
の検証を考えることができ
る。

仮説を立ててアンケートで
確かめ、問題解決をしよう
としている。

方法
制作物 ワークシート、制作物 制作物、ワークシート、振

り返りシート

B
集めたデータの分析をす
る技能を身につけている。

アンケートの結果から仮説
の検証を考えることができ
る。

仮説を立ててアンケートで
確かめ、問題解決をしよう
としている。
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A

集めたデータを可視化し、
複合的に分析したり、多角
的に分析をする技能を身
につけている。

根拠をもって仮説を立て、
アンケートで得た結果や、
統計データなど多角的に
データを分析して、深く考
察し、検証を考えることが

データに基づき、分析方法
や考察方法を工夫しなが
ら、仮説を立ててアンケー
トで確かめ、日常の問題解
決にも生かしていこうとし

C↑

教科書p.218の「データ分
析の基礎」を参照させなが
ら、分析について理解でき
るように指導する。

教科書p.220の「データ分
析における結果の読み解
き方」を参照させながら、
検証を考えるように指導す

現在の内容が、将来どの
ようなことに役に立っていく
のか、場面を示しながら認
識させる。
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